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• 30㎝定規 １つ
• 割りばし 4本
• ひも １ｍ
（できれば紙ひも）
• スコップ １つ
• ピンセット １つ

用意するもの

ふるい
（5mm）

ふるい
（1mm）

• ふるい（5㎜、１㎜）

• バケツ（海水をろ過する
ために、2個。サイズは問
いません。）

• 小ビン２個（採取
したプラスチックを
保存します。お皿な
どでもOK!）

• 熱中症対策!

※マイクロプラスチックは5㎜以下のプ
ラスチック粒子と定義されているため、
5㎜のふるいを用意してください。ここ
では、1㎜～5㎜のマイクロプラスチッ
クを採取します。（1㎜よりも小さなふ
るいだとマイクロプラスチックを数え
るのが難しくなりますので、肉眼でも
マイクロプラスチックを識別しやすい1
㎜のふるいがオススメです。）

マイクロプラスチックを見つけよう!

マイクロプラスチックとは？

マイクロプラスチックとは、5ミリメートル以下の大きさのプラスチック粒子のこ
とです。
現代では、プラスチック製品は私たちの生活に欠かせないものですが、プラス
チックごみが正しく捨てられずにポイ捨てされたり、風に飛ばされたりして川や
海に落ちると、やがて紫外線をあびて劣化し、どんどん割れて細かくなります。
そうしてマイクロプラスチックになってしまうと、すべて回収するのはとてもむ
ずかしく、海洋生物にもわるい影響を
与えると言われています。
きれいに見えるビーチにもマイクロプ
ラスチックが砂に混ざっているかもし
れません。近くのビーチで探してみま
しょう!



• 20cm四方に割りばしをさし、ひも
で正方形の枠を作ります（※）。

• スコップで5cmの深さまで砂を掘り、
重ねたふるいに入れます。

• （※）複数の場所で比べない場合は、
掘る広さは決まっていません。また、
割りばしやひもがなくても、四角く
線を引いてその中を掘るのでもかま
いません。

• 1mｍのふるいでろ過した海水を注
ぎながら、砂をふるいでこします。

20cm

20cm

5cm

①海水をろ過
する

②砂を集める

③砂をふるい
にかける

④プラスチッ
クを見つける

⑤比べてみる

ふるい
（5mm）

ふるい
（1mm）

ふるいは上から順に、
5㎜→1㎜で重ねます。1mm

5mm

1mm

• ③の手順で使用する、ろ過した海
水をつくります。

• ごみの混入を防ぐために、あらか
じめ目の細かいふるいでこしてお
きます。

マイクロプラスチックの見つけ方

5mmのふるい 1mmのふるい

プラスチックの大きさ ＞５㎜
（５ミリメートルより大きい）

メソプラスチック
（５㎜～５㎝）

プラスチックの大きさ １～5㎜
（５ミリメートル以下）

マイクロプラスチック
（1～５㎜）

ピンセットでプラ
スチックと思われ
る粒子をつまみ、
ビンへ

ピンセットでプラ
スチックと思われ
る粒子をつまみ、
ビンへ

• ビーチのいろんな場所でマイクロプラスチックを探して、
ちがいを比べてみましょう!


